
いつ，生徒の観察・実験に対する興味の“深さ”に介入するべきか？ 

ー理科全般に対するポジティブ感情の醸成を見据えてー 
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研究のポイント（要点） 

• 理科の観察・実験に対する興味は「ポジティブ感情」と「価値の認知」の直交する（独立する）
２つの次元から捉えられる。 

• 観察・実験に対する「ポジティブ感情」が低く，「価値の認知」が深い高校生は，理科全般に対
する興味が低くなりやすい。 

• 観察・実験に対する「ポジティブ感情」が高く，「価値の認知」が深い高校生は，理科全般に対
する興味が高くなりやすい。 

 
以上の結果は，理科教師が生徒に観察・実験の価値や意義（仮説検証や法則の探究など）を認識させよう
とする際の最適なタイミングについて示唆を与えるものである。 

研究の結果 

• 高校生（n = 823）を対象とした質問紙調査 
• 16項目の「観察・実験に対する興味」に対し因子分析とモデル比較を行い，2因子構造による階層

因子モデル (hierarchical factor model) の適合性が良いことを見いだした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• 「観察・実験に対する興味」と「理科全般に対する興味」の関連を分析した。 

この結果より… 
理科の授業では，観察・実験の価値や意義を生
徒に認識させることが重要であるが， 
観察・実験に対してポジティブな感情を持って
いない（面白いと思っていない）生徒に観察・
実験の価値を説くことは，「理科」という教科
自体を嫌いにさせてしまう可能性が示された。 
 
一方，観察・実験に対してポジティブな感情を
持っている生徒に対しては，積極的に価値や意
義を認識させることで，より理科好きな生徒を
育てることができる可能性が示された。 

私は，理科の観察・実験では，普段の授業とは違う体験ができることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，反応の様⼦を実際に⾒られることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，普段⾒られない現象を⾒られることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，今までに使ったことがない実験器具を扱えることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，⾃分の予想と違った結果になったとき，その理由を考えることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，現象の規則性や法則の理解が深まることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，予想と結果を照らし合わせて考えることがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，疑問に思ったことを深く考えていくことがおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，やりがいがあるからおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，新しい知識や実験の技能が⾝につくからおもしろいと思う

私は，理科の観察・実験では，実験が成功したときにおもしろいと思う
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など全16項⽬（原⽥・中尾・鈴⽊・草場，2019）

16項⽬全ての
共通因⼦

全項⽬で符号は同じ

8項⽬にのみ共通する因⼦
⻘⾊の4項⽬と
⾚⾊の4項⽬で

影響⼒の符号が反転
＝ 価値の認知の深さを反映

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4 観察・実験に対する
強いポジティブ感情

+
深い価値の認知

観察・実験に対する
強いポジティブ感情

+
浅い価値の認知

観察・実験に対する
弱いポジティブ感情

+
深い価値の認知

観察・実験に対する
弱いポジティブ感情

+
浅い価値の認知

因⼦1 （g因⼦）
観察・実験に対する
ポジティブ感情

因⼦2 （s因⼦）
観察・実験に対する

価値の認知


